
○ 導入の段階において、学習したことを根拠にしている発言とそうでない発言を比較させ、どちらの方がより説得力があ
るかを問い、根拠を明確にするという本時の学習の見通しをもたせたことで、自動車産業に関する本や既習事項の資料等
から、根拠をもって自分の考えを書こうとする姿が見られた。 

● 単元を貫く学習問題が、誰にとって大切なものなのかが明確になっていなかったため、あまり子どもの考えに深まりが
見られなかった。本時では、生産者や消費者の立場を明確にしたうえで、話し合うことができるようにする必要があった。 

● ふりかえりの視点が明確になっていなかった。単元をとおしてどのような社会的な見方・考え方や学習方法を身に付け
させたいのかを明確にする必要があった。本時では、ふりかえりの視点として、「根拠を明確にすることができたか」や
「話合い活動をしてどうだったか」とその理由を考えさせる必要があった。 

● 子どもたちにとって、自動車を購入したり運転したりするという経験がないため、自動車産業を身近なものとして考え
るのは難しい。自分事として捉えさせるためにも、生産者や消費者となる大人を登場させ、その人の思いや努力を知るこ
とをとおして学習させる必要があったと考える。 

学 年 教科等 単元名 日 時 

第５学年 社会科 自動車産業にかかわる人々 令和５年 10月 26日(木)６校時 

研究内容１ 

の手立て 

【学習したことを自分たちの生活や社会と結び付けるための手立て】 

本単元では、トヨタ初の自動車と現在の自動車を比較させ、自動車産業に対する問いをもつことができるよ

うにする。そして、自動車産業についてこれから学習していくことを自分たちの生活にどのように生かしたい

かという思いを記述させることで、問題を自分事として捉え、自動車産業と自分たちの生活を結び付けながら

学習することができるようにする。 

本時では、単元を貫く学習問題の解決に向けて、自動車産業に関する本や既習事項の資料等から必要な情報

を集め、根拠を明確にしたうえでこれからの自動車づくりで特に大切なことについて話し合わせることで、こ

れからの自動車産業の発展について環境への配慮や安全性等の観点から考えることができるようにする。終末

に、将来どのような車に乗りたいかを再度記述させることで、学習したことを自分たちの生活と結び付けて考

えることができるようにする。 

研究内容２ 

の手立て 

【学び方を次の学習に生かすためのふりかえりの在り方】 

本単元では、単元をとおして使用する学習プリントに、学習方法や感想を適宜記述させる。単元の終末に個

人や全体で学び方を見直す活動を設定することで、様々な学び方によって理解が深まることを実感できるよう

にする。 

本時では、将来どのような車に乗りたいかを単元のはじめの考えと比較し、変化の理由を考えさせることで、

獲得した学び方のよさに気付き、次の学習にも生かしたいという思いをもつことができるようにする。 

≪子どもの姿からの報告≫ 
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御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

これまでに学習したことを基に根拠を明確にして話し合う姿 

研究内容１  【学習したことを自分たちの生活や社会と結び付けるための手立て】 

研究内容２  【学び方を次の学習に生かすためのふりかえりの在り方】 

自動車は二酸化炭
素の排出量も多かっ
たよね。地球温暖化
にも影響するから、
これからは環境のこ
とも考えた自動車づ
くりが大切だと思う
な。 

この前の学習で
車の死亡事故が多
いって言っていた
よね。事故が起き
ないような安全性
能の高い車が開発
されていたよ。 

これからの自動車づくりで大切なことについて考えを広げた後に、再度将来
乗りたい車について記述させることで、学習したことを自分たちの生活と結び
付けて環境への配慮や安全性等の観点からも考えることができるようにした。 

自分たちの生活と結び付けて考えているこどもの記述 

将来どのような車に乗りたいかを単元のは
じめの考えと比較させ、変化等の理由を考え
させることで、根拠を明確にすることや話合い
活動のよさに気付き、次の学習にも生かした
いという思いをもつことができるようにした。 

 

ぼくが将来乗りたい車は、はじめはかっこいい車だっ

たけれど、安心・安全で環境に優しい車に変わりました。

それは、いくら安全でも、環境に悪かったら将来車をつ

くり続けることができなくなると思ったからです。 

グループで話し合ったことで、他の考え方を知ること

や大切なことをまとめていくことができました。 

獲得した学び方のよさに気付いた発言や記述 

運輸部門における二酸化炭素

排出量のグラフを見ると、自家用
自動車は４割以上だったな。だか
ら、環境のことも考えて車 

を選ぶことが大切だな。 

個人で考えたことを基に、グループで特
に大切なことについて話し合わせることで、
これからの自動車づくりで大切なことについ
ての考えを広げることができるようにした。 



○ 本時の目標 

 

 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容（★は評価にかかわるもの） 「自律的に学ぶ」ための手立て 

１ 本時の学習の見通しをもつ。 

○ 将来乗りたい車 

 

 

 

 

 

 

 

○ 単元を貫く学習問題 

 

 

 

２ これからの自動車づくりで大切なことについて根拠を

明確にして考える。（★） 

 ○ 大切なことと根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ これからの自動車づくりで特に大切なことについて話

し合う。 

○ グループでの話合い 

 

 

 

 

 

○ 全体での話合い 

   

 

 

 

４ 本時の学習をまとめ、ふりかえる。（★） 

 ○ 本時のまとめ 

 

 

 

○ ふりかえりの視点 

・ 将来どのような車に乗りたいか。 

・ 単元のはじめの考えと比べて変わったか。 

○ 「将来どのような車に乗りたいか。」と問い、考えたこ

とを自由に発言させることで、乗りたいと思う自動車には

多様な考え方があることに気付くことができるようにす

る。 

○ 学習したことを基にした考えと、基にしていない考えを

分けて板書し、どれが大切かを問うことで、根拠をもって

発言することのよさに気付くことができるようにする。 

○ 多様な考え方を出させたうえで、単元を貫く学習問題を

提示し、根拠を明確にして考えるという本時の学習の見通

しをもつことができるようにする。 

 

 

 

 

 

○ 個人で考える時間を設定し、自動車産業に関する本や既

習事項の資料等を前時までに配付したり教室に掲示した

りすることで、自ら必要な資料を集め、根拠を明確にして

考えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 個人で考えたことを基に、グループで特に大切なことに

ついて話し合わせることで、これからの自動車づくりで大

切なことについての考えを広げることができるようにす

る。 

 

 

○ 各グループの考えを社会の変化や消費者の願い等に整

理して板書し、どれが大切かを問うことで、これからは環

境や乗る人のことを考えた自動車づくりが大切だと気付

くことができるようにする。 

 

 

○ 「３」を基に、将来どのような車に乗りたいかとその理

由を考えさせることで、学習したことを自分たちの生活と

結び付けて考えることができるようにする。 

○ 将来どのような車に乗りたいかを単元のはじめの考え

と比較させ、変化等の理由を考えさせることで、獲得した

学び方のよさに気付き、次の学習にも生かしたいという思

いをもつことができるようにする。 

 

○ 本時の評価規準 

 

 これからの自動車産業の発展について、環境への配慮や安全性等の観点から考え、学習したこと等を基に根拠や理由を

明確にして、自分の考えを表現することができる。 

・「環境のことを考えた工場や車づくりが行われていた

から、環境を汚さない工場や二酸化炭素を出さない

車の開発が大切である。」    （環境への配慮） 

・「自動運転技術の開発が行われていたから、事故を減

らすためにこれからも発展してほしい。」 （安全性） 

・「自動車工場では、働く人ができるだけ楽をしたり正

確性を高めたりしていたから、今後も新しいロボッ

トや技術の開発が大切である。」（生産者の負担軽減） 

等 

これからの自動車づくりで大切なことは、社会

の変化や消費者の願いに合わせて、環境や乗る人

に優しい自動車をつくることである。 

（グループの考えの例） 

環境への配慮 

安全性 

利便性 

環境への配慮 

安全性 

利便性 

生産者の負担軽減 

〈学習したことを基にし
た考え〉 

・「環境問題があったから、
二酸化炭素を出さない
車がいいと思う。」 

・「交通事故も多いから、
自動で走る車がいいと
思うな。」     等 

 

〈学習したことを基にし
ていない考え〉 

・「形が変形する車がいい
んじゃないかな。」 

・「安くて高性能な車がい
いよ。」 

・「かっこいい車がいいと
思うな。」     等 

・「私たちのグループでは、環境への配慮が一番大切だ

と考えました。理由は、大きな問題になっているし、

自動車をつくる人たちも環境について考えていたか

らです。」                  等 

 

 これからの自動車づくりで大切なことは何だ

ろう。 

 これからの自動車産業の発展について、環境への配慮や安全性等の観点から考え、学習したこと等を基に根拠や理由を

明確にして、自分の考えを表現しようとしている。          （思考・判断・表現②）【発言分析・記述分析】 


